s ユート 

通話中に本機の VOL (音量） + ボタン / VOL (音量）ーボタンし、ずれかを約 2 秒長押しす 
るとミュート機能じなります。その場合、本機で音声は聞こえますが、通話相手にこちらの 
音声は聞こえなくなります。その間、約3秒わきにビープ音が聞こえます。再度 、 VOL く音量） 
+ボタン / VOL (音量）ーボタンのし、ずれかを押すとミュート機能が解除されます。 

※リタ.イヤル※ 

待ちきけ中に本機の VOL 馆量）+ボタン / VOL く音量）ーボタンを長押し（約3秒）すると 
最終発信をヘリダイヤル（再発信）されます。 

※ボイスダイヤル※ 

待受中に本機のを機能ボタンを押すとボイスダイヤル機能が起動します。 

※印のある機能については、接続する携帯電話機種によりご利用巧けなし、機能もござ 
し、ます。詳しくはご使用の携帯電話じが属の取扱説明書をご巧誌ください。 

4. 巧題巧を時の巧処方ま 

下記サポートデスクまで、メールまたは電話にてご连緒ください。 

supporti @wireless-t.jp 

電話： 03-3496-3022 〈年末年始除く年中無休1〇時〜18時） 


ワイヤレステクノロジー巧がを社 wireless-T 

ELAN VITAL プロジェクト マ wc 。 ‘輪叩 

ホームぺージ： http :// www . elan - vital.jp 

戸斤を i せ：〒 140-0013 ま京都□ち川区南大井 6-25-14 0 SK ビル7階 
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安全上のごま意 


ご使用おじ、也、ず下記の項目をお読みじなり正しくお巧い < ださい。 

>記号の説明 

A 普告 

この表記をお巧して誤った取り扱いをすると、义災、感電などにより死亡や大 

けがなど人体への重大な障室をもたらす巧れがあります。 

この表記をお巧して誤った使い方をすると、感電やそのイ也の事かによりけがを 

したり、物的損害の発生する可能性があります。 

>を貴事項【こついて 

■化漂、雷、風水害などの自然が害および当れの黃任かの义災、第兰者じよ 
る巧為、その化の事巧、お客樓の故意、または過失、誤雨、そのイ也異常な条 
件下でのご使用により起因した損害に関して、当社は一切貴巧を負いません。 

■本製品の使用、または巧用不能から発生する付随的な損害（事業がな損失ま 
む）に関して、当巧は一切貴任を貴いません。 

-取巧説明書の記教内容ををらないことじより生じた損害に関して、当社は一 
切ま任を負いません。 

-当社が関与しない接続おおとの組合せじよる誤動作などから生じた損害に関 
して、当杜は一切頁任を負いません。 

么畜告富温、化温、温度を化の大きいところでのお電、使用、が a はしな 
いでください。発熱、発义、をお、故障の原因じなります。 

么含告付属のま用周巧機器をごイき用ください。発熱、発义、故障の原因と 
なります。 

么ちを事故におがるを険がありますので、自動車、バイク、自ち丰等乗り 
物の走行運転中に、本製品の操作を行う隐【こは、を全走行を損なわ 
ないよう+々にごま意くださし、。また、安全な場巧に停辛してから、 
る話するようにしてください。なわ、自動ち運転中の携帯電話巧用 
はま律で禁止されています。 

A 客を々解、巧造、修理を行わないでください。発熱、お义、感電、か障 
の原因となります。 

A 客さ水などが直接かかる場巧や湿度の高い場所で本製品を使用したり、 
霜れた手でがらないでください。感電、お义、か障の原因となります。 
水めれや湿気じよる故障は、巧証の対まかとなります。 
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か障の原因とな 


么普告を下や投け‘るなどの強いお尝をちえないでくださし 
ります。 

么普告お包に巧用しているビニール袋は、わ子巧が口に入れたり、かぶつマ 
巧んだりしないよう、ご’;主意ください。窒息等事故の原因となります。 
A 普告万—、異常な熟さ、煙、異常音、異臭、破損などの異常が発生した場 
合は、ただちに本製品の電•原を切り、ご巧用を中止し、お買いポめの 
販売店等に修理をごが頼< ださし、。異常のまま使用すると発熱、発义、 
感電、か障の原因となります。 

A 普告雷鳴時には、 USB お電ケーブルの巧き差しを絶巧に巧わないで < ださ 
し、。感電する巧れがあります。 

企ま意本製品の音量は適度な音量に調整してご利用ください。音量が大きす 
ぎると難鹿になる巧れがあります。 

A 注意肌に直おふれる部々に異常を感じたら巧巧を中止してください。その 
まま巧用すると炎症やかぶれなどの原因になることがあります。 
么ま意航空機巧などお巧電話の利用を禁止された場巧では、本製品の電源を 
お切りください。航空機等の里行や動作にち障をきたす巧れがあります。 
么ま意乳幼巧の手の届<場巧には a かないでください。誤おやけがなどの原 
因【こなります。 

A ま意お手入れの原には、アルコールなど揮発性のものは、巧わないでくだ 
さい。を色、おお、を質やか障等の原因となります。 

電巧に関するミ主意事項 

本製品の巧用周ぶなお （2.4GHz 帯）では、電子レンジ等の産業、科学、医療 
機器のほか、工場の製造ライン等で巧用されている移動体試別用の構内無據局（を 
許を要する無線局）、及びおを小電力無線局（巧許を要しない無線局）が運用さ 
れ てし、 ます。 

本製品を使用する巧に、近< でこれらの無線局が運雨されていないことをご確 
誌ください。万一、本製品からこれらの無線局に巧して電波干ホの事例が発生 
した場合じは、すみやかじご利用を停止し電ぶモホを避けてください。また、 
何かお困りのことが起きたときには、当社へご相談くださし、。 

本數品は、 2.4GH Z な高度化省電カデータ通信システムが巧属されている無結 
設備です。を調方ホには、 FH-SS 方ボを使用しています。 


ジの 


2.4 FH . 


です。 
-掲載 
かじ 
• Bluet 


マニュアル じ掲載して いる 会社を、製品をはち社の登録商標またはを標 


デザインは、予告な < 変更する場合があります。あら 


這巧だ居を,。 

，ね〇め® つ— ドマークおよびロゴは、 Bluetooth 
標であり、ワイヤレステクノロジー巧ホ会社は 
をまけています。 


化ミを骗 f 謂！磯冨 


巧 註 規定 


涅 


[WTI 2009 K-0" 

.取扱説明書、本体添付ラベル等の-;主意まに基づく、お客様の正常な利用状態で 
保証期間巧に万一か障した場合には、無料にて故障個戸斤を当社のちまにて修埋 
させていただきます。なお、本製品の/、ードウ エア 部々の•(度巧に限をさせていただ 
きます。修理を行うためにで巧された旧部品、または、機器の一部は、基本的じは、 
おおしいたしません。なお、か障の内容じよって修理にかえて同等品とでおさせて 
いただ < 場をがございます。 

2. 下記の事項じついてはな証の巧まにはなりませんのでご’;主意 < ださい。 

■ 巧証まあるいは、ごお乂時の領収書等ご購入を証するものがない場を 

巧証書にお買い上げ年月日、お客様のおを前、販売店を、販売店の確認印 
の記乂あるいは押印がない場合 

(3) 不•ま意な取巧いや巧用上の誤り、不当な倦巧や改造によるか障及び損傷 
の場合 

(4) お貢い上け’をのち下、お撃などお客様の取扱いが適正でないために生じた 
故障及び損なの堤合 

ほ）ち巧間 （1 ヶ月;上を目を）モ巧用により電源不具合が生じた場合 

(6) 义災、塩害、ガスき、地漂、ち雷及び風水き、その他天災地を、あるいは異常 
電圧などのか部要因に起因する故障及び損なの場合 

(7) 取扱説明書に記載のない使用方ををされた場合 

(8) 取り付け部品、か裝装飾仕上げ、電池、巧びその化付属品などの消巧部品 

3. イ呆証巧間は、お客様の本裝品ご購入日から6ヶ月間とし、巧 H 巧ままは、最切のご 
廣乂者•に限定されます。イ呆証書等、ご廣入日を証するものがない場合、イ呆証期間は、 
イ呆証書記載の国内出巧日から起苗するものとします。 

4. 修理、なお等の堤合、当れへの返送*用は、お客様のご負担とし、お客様へのお 

届けは、当巧または販売店の負担とします。 

5. 当な及びその代理店、あるいは販売業者は、本製品のもたらす結ま【こ関して、いか 
なる場合（利益の損ホ、時間の損ホ、不便の発生など）にもホ的な責任を負いま 
せん。当社が損害賠憤ま巧を負う場合は、お客様がおち化いになった本製品代 
を相当額をもって上限とさせていただきます。 

6. 本規をは、日本国内においてのみ有効です。 

THIS WARRANTY IS ONLY VALID IN JAPAN. 


品 名 

S / ue わ0めステレオヘッドセット EVSH -2882 

商品コード 

EVSH -2882 

賀造□ット 


保証期間 

お買上げ曰（国巧出荷曰*)より白ヶ月間（本体のみ） 

お買上げ曰 

年月日 

国内出荷曰 

年月日 

お客様 

おち前 


ご住巧 


電話番号 


販売店 

店名•住所 


電話番号 

FAX 番号 

* 販売店の記入、ホま印巧びお買上げ日の記入がない場合、保証期間は、 
上記国内出荷日が基準となります。 

製品開発/発売元ワイヤレステクノ□ジー株式を社 


機器じの蔵されてし、る充電式電池はリサイクルできます。不要になった 
本機の本体または内蔵の電池は当社にお送り頂ければ適切に処埋ぃ 
たします。なお、その際はお宮のか側または伝票等に「リサイクル希望」 
と明記し、ただきますようお願し、します(送料はわ客：樣のご負担となります)。 



Li-ion 


— 11 — 


はじめにお読みください。 

こち5のページで簡単に使用開始の華備ができまず! 


クイックスタートガイド 

P. I の図をご覧いたださな下の手順で操作してください。 

mm(m まずはフル充電 

付属の充電用 USB ケーブルを PC の USB ポートスは市販の AC づ US 日変 
換アダプタ等に挿し込み充電します。 

glia 携帯電話と設定（ペアリング） 

豫 をた^^ 

電源 OFF のが態で、多機能ボタン①を長押し（約 6 秒）するとげ態表お 
ランプ③び青。ホで交互点滅します。 

携帯電話から検索して、 「 EVSH -2882」 を選巧し、パスキー「日000 
(ゼ04つ)」を入力。 

状態表示ランプ⑤び青色にすばやく点滅後ゆっくりとした点滅になり、 
設定完了です。 

※携帯電話の操作方まは、携帯電話の取扱説明書をご確認くださぃ。 
※本機の詳細機能は、々ページ L リ降の取扱説明書をご確認ください。 


EVSH -2882 取扱説明書兼保 i 正書 


EVSH -2882 ( Verl .0) 


S/ue わがれステレオヘッドセット EVSH -2882 お巧説明 


【セット内容】 

本機をお使いになる前に、すべてそろってし、るか確認してください。 



充電用 USB ケーカレ 


- VOL (音量)+ボタン/ V 0 L (音量)ーボタン：音量調節を巧います。 

•が態表示ランプ（青/赤）：本機のを種状態を表示するランプです。 

-巧電端子：充電時に充電用 USB ケーカレを接続する端子です。 

-イヤパッド：音青出力部です。イヤパッドタイプの音声出力部で付属のイヤパッドの交 
換が可能です。装着感にをわせて交換してください。 

-戻るボタン/次へボタン： AVRCP か応機器と接続した原、音楽再を中の頭出しや曲 
戻り/曲送り、ワンセグ TV のチャンネル切換えを巧います。（接続する機器によっては操 
作ができない場合もあります） 

•を傑能ボタン（畳話器マーク）：本機の電源 ON / OFF / ペアリング/着信/終話/リダイ 
ヤル等の各種操作を巧います。 

-マイク：通話時の音声入力部です。 



C7 口 




【付属品】 

-巧電用 USB ケーブル：本機を充電する瞬こ使用する USB ケーカレです。 

-イヤパッドにサイズ）：装着感にあわせて交換してください。 

♦ EVSH -2882 は 、 Advanced Audio Distribution Profile ( A 2 DP)、Audio Video 


イヤパッド (2 サイズ) 


クイックスタートガイド 取扱説明書兼保証書 


Remote Control Profile ( AVRCP)、Handsfree Profile ( HFP)、Headset 
P の file ( HSP ) の各プロファイルをサポートしています。 


参 EVSH -28 S 2 の各部位の説明 


参仕様に関するごミ主意 

- TVJPod Video 等動画鑑賞する原に本機を使用して才ーデイオをお聴きじなる場合、 
音声データを圧縮、伸長している都合上、映像の動きに巧して音声に若干の遅れが生 
じますのでご了承ください。 

-才ーデイオの再生やワイヤレスハンズフリー機能は、携帯電話機など送信側の機種に 
より切下記載のあり動作しない事があります。 

本機を巧電ずる 

本機はリチウムポリマー充電池を巧裁しています。を電してからがまいください。 

※初めてごイま用になる場含は3時間] iLh 充電を行ってください。 

①か属の充電用 USB ケーカレを PC の USB ポート又は巿おの AC づ USB 変換アダプ 
夕等に接続する。 


—1 
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②本機の充電端子に充電用 USB ケーカレを接続する。 

⑤充電が始まるとが態表示ランプがホ色に点灯し、を電が完了すると消灯します。 
充電時間 ：約3時間※ 

連続通話時間 ：最大約5時間※ 

連続音楽受信時間：最大約4時間※ 

連続待受時間 ：最大約60時間※ 

※利用環境及び接続機種によりをわる場合があります。 

電池残量びほとんどなくなると 

が態表示ランプ(ホ）が自動的に庶威しビープ音が鳴ります。充電油の残量が完全じな 

くなるとビープ音が鳴り、本機の電源が自動的に切れます。 

-購入されてから初めてごイま用になる場合や長時間ご使用にならなかった電池は十分に 
あ電されない場合があります。数回をが電を繰り返してくださし、。 

-電お寿命を長く保つためにが態表示ランプがホく点滅し始めてから（電お5美量がかな 
しにとを示します)充電してくださし、。電お寿命は充電回数にも左右されるとめです。 

-長時間ホイき用が態が続くなどして電池が完全に放電した場合、電ミ也を回復するため 
に最低2時間] iLh 充電してください。また、完全が電した場合状態表示ランプがホく 
点灯するまでに致々間かかる場合があります。 

• を電をせずに長時間放置しますと、電池寿命が著しくほ下します。使用しない場合でも 
少なくとも月に一度は充電を巧ってくださし、。 

-電池は消耗品です。巧用が態などによっても異なりますが、十分に充電しても使用時 
間が極端に短くなったときは、内蔵電ホの寿命です。お客様ご自身で巧裁電池を交換 
することは危険ですのでおやめくださし、。なわ、詳細につきましてはサポートデスクへご 
連絡ください。 

1. 更源の ON/OFF 

電源を入れる 

• 本機の電源が OFF のが態で、多機能ボタンを長押し（約4が）すると、状態表示ランプ 
が青色に点ぷし、 ON になったことを知らせます。 

電源を切る 

-本機の電源が ON のが態で、多機能ボタンを長巧し（約2秒）すると、状態表示ランプ 

— 3 — 


が赤色で点ミ戌し、電源 OFF じなります。 

2. ペア U ング ずる 
ペアリングとは 

S 山が〇〇化機器では、あらかじめ接続しようとする機器を登録しておく化要があります。この 
登録のことをペアリングと いし、 ます。 

-度ペアリングすれば、再びペアリングする'必要はありませんが、修理等でペアリング情 
報が消まされた場合や動作が不安定になった場含等には再ペアリングを巧って頂くか 
要が.あります。 

① 本機と接続する S / ue わ〇化機器を 30 cmW 巧に近付けます。 

② 本機の電源が OFF であることを確認します。 

⑤ 本機のを機能ボタンを長押しく約6み')するとが態表示ランプが青〇ホで交互点滅 
します。（青〇ホ交互点滅になるまでを機能ボタンから手を離さな し、 でください。交 
互点滅になる前に手を離すと電源 ON になりますので、一旦電源 0 FR こした後、再度、 
長押ししてください。） 

④⑤のが態で接続する S 山が〇〇め機器から本機を検索する。 

⑥ 表示された機器一質より rEVSH -2882」 を選巧し登録します。 

接続する己山が〇〇か機器の操作については、お巧し、の機器に付属の取扱説明書を 
ご覧ください。 


機とペアリングすることができません。 

※複数の日山が〇〇化機器とペアリングするには、ペアリングしたい機器ごとに①〜⑦を 
繰り返してくださし、。 

3. 操作 
音楽を聞ぐ 

本機は SCMS-T 方まのコンテンツ保護に巧応してし、ます。 SCMS-T 方式巧応の携帯電 
話やワンセク TV などの音楽诣声）を本機で聞くことができます。 

機器の操作をはじめる前に、ムソ下の点をご確詰くださし、。 

-送信側 S / ue わ〇化機器と本機の電•源が入っており、ペアリング巧び接続が完了してい 
る。 

-送信側 S 山 e ね〇化機器が音楽送信機能に巧応してし、る谢応プ□ファイル： A 2 DP ) 
①送信側百/ ue 化〇化機器で S 山が00め接続操作を巧う ( A 2 DP ) 

送信側 S / ue ね〇化機器の操作については、も'巧いの機器に付属の取巧説明書をご覧 
ください。 

③送信側己/ ue わ0化機器の再まをはじめる 

送信側 S 山が〇〇化機器によっては、再生後に接続操作が化要な機器もあります。送信 
側 S 山が〇〇化機器の操作については、お巧し、の機器に巧属の取扱説明書をご覧くだ 
さい。 


-一時停止：音楽再生中にを機能ボタンを押す 
-曲をり：音楽再生中にホへボタンを押す 
•曲戻し：音楽再ち中に戻るボタンを押す 
通話する 

機器の操作をはじめる前に、 liTF の点をご確詰くださし、。 

-携帯電話の S 山 e ね〇化機能が有効で本機とのペアリング巧び HFP または HSP での接 
続が完了している。 

※接続方まにつきましては、ご使風こなる携帯電說こ付属の取扱説明書をご覧ください。 
電話をかける 

① お使いの携帯電話のボタンを操作して電話をかける。。 

② 携帯電話の指をボタンの操作で携帯電話だ*本襟の通話を切替えることができます。 
詳しくは、お使いの携帯電話にイ寸属の取扱説明書をご覧ください。 

例） DoCoMo 

バナソニック製/ NEC 製/富±通製端ホの場合：携帯電話で発信後に呼出 
中の表示面面で携帯電話の発信ボタンを再度、長押しすると音声が携帯雲 
話から本機へ転送されます。 

シャープ製端ホの場合：携帯電話で発信後に呼出中の表示画面で携帯 
電話のセンターボタンを長押しすると音声が携帯電話から本健へ転送され 


⑥ 接続する加; etoo 化機器の面面でパスコードの入力を要求されたら「0000 (ゼロ4個)」 
を人力する。 認証処埋が正常に完了すると rEVSH -2882」 が登録されます。 

⑦ 接続する S 山が00め機器によっては登録と同時に自動的に接続する機器もあります 
が、携帯電話などでは登な後、別途接続操作が化要な機器もあります。接続する 
e 山 e ね〇め機器にイ寸属の取扱説明書をご確詰し、ただき接続操作等を巧ってください。 

※登録が態巧び接続が態の表示は接続する S/uetoo 化機器により異なりますので、 
接続する S 山 e わ〇化機器にイ寸属の取扱説明書をご確認ください。 

※検出した S 山が〇〇化機器の一質が表示できない機器や、画面がない機器とペアリン 
グするときは、本機と接続する S 山が〇〇め機器の両方をペアリングモードにしてくださ 
し、。接続する S 山 e ね〇化機器によってはこの操作でペアリングできる場合があります。 
このとき相手側己山が〇〇化機器のパスコードが「0000」]^^かに設をされてし、ると本 


音量を調節ずる 

音楽を再生して し、 るときに、 V 0 L (音量）+ボタン/ V 0 L (音量）ーボタンを押して音量を調 
整します。 

接続した機器によっては、接続した機器側でも音量の調節が'丘、要な場合があります。 
送信側が ue わ〇化機器を操作する 【 AVRCP 】 

送信側己山 e わ 0 め機器が Audio Video Remote Control Profile ( AVRCP ) に対■応して 
し、る場含は、本機のボタンで送信巧旧山が〇〇化機器の操作ができることが去ります。 
※送信側 e 山 e わ〇め機器の巧応機能については、お使いの機器に付属の取巧説明 
書をご確認ください。 

音楽再生中の操作 

-再生 ：音楽停止中にを機能ボタンを押す 


ます。 

au 携帯電話の場合：携帯電話で発信後、呼出中に携帯電話の EZ ボタンで 
本おと携帯電話本イ本間の通話切り替えができます。 

電話を受ける 

① 着信がある t 本機から着信音が聞こえます。 

② 本機のを機能ボタンを押して、電話をきける。 

電話を切る 

通話中に本機のを機能ボタンを押して通話終了します。 

音量を調節する 

き話音量にあわせて V 0 L (音量）+ボタン / VOL (音量）ーボタンを押して調節します。 
なお、通話時のみ音量調節可能です。 
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